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iThenticateは学術コンテンツや
億単位のウェブページといった
膨大なデーターベースをスキャンし
、重複する内容をハイライトで
表示します。

デジタル指紋

iThenticateは 研究者、出
版社や研究機関に不正行為
を効果的に知らせる専門的
な検出ソフトウェアです。

インターネ
ット

CrossCheck 出版物

iThenticate

デジタル指紋は
マルチ言語でAIによるテキスト比較
を行う学術研究されている技術です。



iThenticateのデータベース



2013年1月現在
312出版社
ジャーナル／会議議事録／
Books含む79538タイトル

剽窃防止のための学術界の取り組み
-学術出版で１つの大きなデータベースを構築

最終的な出版物からの剽窃排除＝出版物のクオリティの向上



なぜエルゼビアが、900万件の論文をチェックの対象にしているのか？

チェックして％を提示することとチェックの対象にすることは違います。
論文をチェックの対象にすることで、既存の著者の著作権が守られるからです。

チェック
DB

チェックのDBに入れるだけで
は、%等は表示されません。

新規投稿

%の提示

あくまで新規の著作物に対して搭載されているDBからチェックされます。

NEW

OLD



出版社のiThenticateの利用について
~75,000 scholarly journals in the CrossRef … 

25,000学術誌が iThenticate (1/3)を利用 -- CrossRef
estimates that this will be 1:2 by next year

2014年予想 ½=37500学術誌が利用？

Contents quality

インパクトファクタの高い雑誌がiThenticateのデータベースに含まれております。：

89% of the top 100
81% of the top 500
78% of the top 5,000

ちなみにIEEEは2012年11月より、すべての雑誌の編集者に対して
Crosscheckを自由に利用可能とした。

会議議事録についてもできる限りCrosscheckを利用するように推進。

www.ieee.org/.../crosscheckmain.html



剽窃防止のための学術界の取り組み（日本）：

論文剽窃検知ツール“ＣｒｏｓｓＣｈｅｃｋ”の導入概要 –Jstageの例

日本の学協会のCross checkの参加につ
いて
2012年5月よりJ-stage配下の手をあげ
た学会
Cross checkに参加＝フルテキストデー
タをすべてiParadigms社に提供

2013年5月現在、おおよそ30数学会参加、
50学術雑誌以上がCross checkを利用



Open Access化に伴う問題

博士論文：
平成25年4月1日施行
博士論文の内容の要旨及び論文審査の結果の要旨の公表を「インターネットの利用により公表」する
こととする。

オープンアクセス化の推進について：パブリックコメント

・閲覧希望者にとってアクセスが容易となり、利便性の向上が見込まれる。

・大学や公的研究機関における機関リポジトリの構築の推進や、教育研究成果の電子化による体系的
保存やオープンアクセスの促進につながるものと期待。
・インターネットの利用による公表により、剽窃が容易になることが懸念される。

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/004/gijiroku/attach/1330545.htm

科研費：

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/004/gijiroku/attach/1330545.htm


ドイツのアンネッテ・シャバーン教育・研究相が2013年2月９日、辞任を表明した。デュッセルドルフ大学が５
日、同氏の３３年前の博士学位請求論文に盗用があったとして博士号の剥奪（はくだつ）を決定。

ハンガリーのシュミット大統領（６９）は2013年4月２日、９２年の博士論文に盗用があったとの疑惑を受け、
辞任すると発表した。シュミット氏は先月２９日、大学側の調査によって博士号を剥奪されていた。

iThenticateは機関にとって、“転ばぬ先の杖”？

それでも論文盗用は早く見つける方が組織にとって
ダメージが少ない。。。



最後に、

剽窃のチェックの意義は、将来の研究活動のためのものです。過去を振り返るためのものではあ
りません。大多数の研究者、先人の業績を尊敬し、大多数の研究者の正当な努力を、守るツール
としてお考えください。

また、問題は、学術界全体の問題であり、教育の問題でもあります。出版界や助成金を制御する
機関だけでも、取り締まることができません。出版界、研究界、大学教育等、を介し、初期の問
題を防ぐことにより、将来深刻な不正へ繋ぐ道を防ぐことになるのです。将来の公正な学術研究
につなげるために、是非、早めにチェックしてください。

剽窃に対応した、これらのサービス及び技術は進歩します。また、いわゆる“不正”をすると見つかります。
今は見つからないかもしれませんが、将来見つかることがあります。

これらの技術と施設としてどのように付き合ってゆくか、また自己剽窃やMethodsの剽窃、何をもって剽窃と
判断し、何をもって剽窃として判断しないか、これらの問題が発生した場合の対処、グレーな部分を明確化す
るとともに、これらの技術を運用してゆくためのノウハウを蓄積してゆくべきだと思います。

また、幸いiParadigms社は書誌情報とURLがあれば、指定サイトをクロールさせます。
自分の研究成果を他者に対して、また世界中の同様の研究を行う研究者たちに対して、自分たちで守ってゆく
必要があるかと思います。その意味ではデジタル時代の知的所有権の新しい防御法になるのかもしれません。



QUESTIONS?

iGroup Asia Pacific Japan/アイジャパン株式会社

セールスマネージャー

渡邉 正樹

東京都千代田区内神田1-5-16
アルテ大手町9F
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